




 
研究要旨 
 神経性食欲不振症（AN）の初診時の骨密度について検討した結果、腰椎骨密度のみでは
AN女児の栄養障害、身体障害は評価が困難であると考えられたが、大腿骨頸部の測定を加
えることで骨密度の低下を早期に評価できる可能性が示唆された。 


